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Geofferey C. van Beek （1983） 『歯の形態学−図説』の紹介と
日本の歯科衛生士教本との比較（3）歯内解剖学
A translation of Geoffrey C. van Beek （1983） “Dental Morphology
− An illustrated guide” and comparison with Japanese textbooks
of dental morphology for dental hygiene students （2） Endodontic Anatomy.
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はじめに
　後藤は平成16（2004）年度の症例研究において、G. C. 
Downer （1975） Dental Morphology - An Illustrated Guide, 
Wright, Bristol1）の翻訳をおこない、ついで平成17（2005）
年度の症例研究では、前著の第2版である Geoffrey C. van 
Beek （1983） Dental Morphology - An illustrated guide, 



























の空間は、2つの主な部分、髄室（pulp chamber, cavum 
dentis）と根管（root canal, canalis radicis dentis）に分ける
ことができる。根管は髄室から歯根の先端である根尖（root 
apex, apex radicis dentis）まで伸びている。根管は根尖に
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永久歯の歯内解剖学（Endodontic Anatomy of the Permanent 
Teeth, p.109）










後藤仁敏、小林美樹子：Geofferey C. van Beek （1983） 『歯の形態学−図説』の紹介と日本の歯科衛生士教本との比較（3）歯内解剖学
−　 −15
図70.  上顎乳中切歯



























































図80.  上顎中切歯 図81.  下顎中切歯









































































上顎第一小臼歯（Maxillary First Premolar, p.113）
　この歯は頬舌（口蓋）方向に広い扁平な髄室をもってい
る。2つの髄角は、髄室蓋（roof of the pulp chamber）か
ら2つの咬頭のなかに伸びている。頬側の髄角の方が高い。






































































































































































































































図92.  上顎第二大臼歯 図93.  下顎第二大臼歯
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Pulp chamber：髄室。歯冠のなかの歯髄を含む腔。根管
はここで合流する。
Resorption：吸収。乳歯の歯根が、その下で代生歯の歯胚
が成長することで、吸収される過程。
Ridge：隆線、稜。歯の表面の狭くて細長い隆起部。
Root：歯根。顎骨に埋め込まれた歯のセメント質に覆われ
た部分。
Root canal：根管。歯髄の一部を含む歯根中の漏斗状の通
路。
Root trunk：根幹。歯根と歯根分岐部の間の部分。
Trigon ：トリゴン。三錐野。咬頭の三角形群。すべての上
顎の大臼歯と乳臼歯に見られる中心窩を取り囲む近心頬側
咬頭、遠心頬側咬頭、近心舌側咬頭からなる。
Tubercle：結節。歯冠の表面の丸い突出部。時に正常と異
なる結節が出現することがある。
まとめ　
　本書の特徴と日本の歯の解剖学の教科書との比較をまと
めると以下のようになった。
1）本書は、各歯種とも1000本以上のイギリス人の歯の標
本にもとづいて、その標準を外形だけでなく、内形、
すなわち歯髄腔の形態についても、「第3部歯内解剖学」
として乳歯、永久歯の各歯ごとに線画で表わして詳し
く記述し、永久歯に関しては根尖孔の完成時期も明記
した、すぐれた歯の形態学の教科書となっている。臨
床における歯内療法学的な治療の役に立つものである。
これに対し、わが国の教科書、すなわち井出 （2011）5）
および藤田ほか（1995）7）などでは、歯内解剖学の記述
はきわめてわずかとなっている。
2）本書では、各歯の歯髄腔の図は、第1部乳歯、第2部永
久歯と同じ配置で描かれている。ただし、切縁側また
は咬合面、唇側または頬側、近心面の3方向から見た
歯髄腔の図が描かれ、舌側面ないし口蓋側面と遠心面
は付けられていない。その代わり、唇側面ないし頬側
面の図には、歯の各高さでの横断面が付けられている。
日本の教科書、すなわち井出 （2011）5）および藤田ほか
（1995）7）では、各図は横に並べてあるだけで、立体的
な理解ができない。
3） 乳歯の歯髄の一般的特徴について、わが国の教科書、
すなわち井出 （2011）5）および藤田ほか（1995）7）では、
歯髄腔の割合が大きい、髄室角が突出している、など
をあげているだけである。これに対し、本書では、根
管口が明瞭でない、根管が長い、根管が不規則でリボ
ン状のことが多い、乳臼歯の根管は大きく分岐するな
どの特徴をあげている。
4） 本書では、「髄角」の用語を用いているが、わが国の教
科書、すなわち井出 （2011）5）および藤田ほか（1995）7）
では、「髄室角」を使用している。髄角が歯髄の突出部
を、髄室角はそれを取り囲む髄室蓋の部分を示す用語
なので、髄角の方が適切な用語と考えられる。
5） 本書では記述がないが、藤田ほか（1995）7）では、上顎

